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平
成
12
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制

度
。
40
歳
以
上
の
方
は
、
月
々
の
給
料
や
期
末

勤
勉
手
当
か
ら
、
共
済
掛
金
と
共
に
介
護
掛
金

が
徴
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
健
康
で
暮
ら
し
て
お
り
、

親
な
ど
の
介
護
に
接
し
た
こ
と
の
な
い
方
に
と
っ

て
は
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
、
自
分
自

身
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
上
、
施
行
か
ら
10
年
余
り
と
比
較
的

新
し
い
制
度
で
す
の
で
、
公
的
保
障
制
度
の
中

で
も
、
よ
り
馴
染
み
の
薄
い
方
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
日
の
日
本
社
会
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
か
ら
、
高
齢
者
の
介
護
が
社
会
問
題
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
家
族
と
の
同
居

世
帯
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
共
働
き
世
帯
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
介
護
は
家
族
に

し
て
も
ら
え
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。気
の
早
い
話
と
お
思
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

転
ば
ぬ
先
の
杖
と
し
て
、
ま
た
、
自
分
の
子
ど

も
世
帯
に
過
大
な
介
護
負
担
を
さ
せ
な
い
た
め

被
保
険
者
は
、
国
が
定
め
た
『
特
定
疾
病
』
に

よ
り
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
し
か
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
対
し
、
第
1
号
被
保
険
者
が
介
護
を
要
す

る
場
合
は
、
理
由
を
問
わ
ず
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
疾
病
…
心
身
の
病
的
な
加
齢
現
象
と
医

学
的
関
連
の
あ
る
疾
病
。
図
2
参
照
の
こ
と
。

“
介
護
が
必
要
な
状
態
”
と

認
め
ら
れ
る
に
は
？

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
に
よ
り
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

図
3
の
と
お
り
、
市
町
村
へ
要
介
護
認
定
の

申
請
を
行
う
と
、
訪
問
調
査
や
主
治
医
の
意
見

書
を
踏
ま
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
専
門
家
に
よ

る
審
査
を
経
て
、
介
護
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う

か
が
判
断
さ
れ
ま
す
。

要
介
護
度
は
、『
要
介
護
状
態
（
1
～
5
）』、

に
も
、
早
期
か
ら
知
識
を
も
っ
て
お
く
必
要
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
介
護
保

険
制
度
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
、「
ど
ん
な
と

き
に
」「
ど
う
す
れ
ば
」「
ど
の
よ
う
な
」
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
か
、
を
念
頭
に
解
説
し

て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
概
要

介
護
保
険
制
度
は
、
保
険
者
・
被
保
険
者
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
3
者
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
図
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
は
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
（
特

別
区
含
む
）へ
掛
金
を
納
め
、加
入
し
て
い
ま
す
。

64
歳
ま
で
の
被
保
険
者
は
第
2
号
被
保
険
者
と

い
う
形
態
。
公
務
員
の
場
合
、
掛
金
は
給
与
天

引
き
で
す
が
、
共
済
組
合
を
経
由
し
、
市
町
村

へ
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
被
保
険
者
は

1
割
の
自
己
負
担
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
第
2
号

シ
リ
ー
ズ  

公
的
保
障
の
基
礎
知
識  

Vol.4
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険
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『
要
支
援
状
態
（
1
～
2
）』
の
ラ
ン
ク
に
分
か

れ
て
お
り
、
ラ
ン
ク
に
よ
り
、
利
用
で
き
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
異
な
り
ま
す
。
非
該
当
と
な
っ

た
場
合
も
、
特
定
高
齢
者
（
将
来
、
要
介
護
・

要
支
援
に
な
る
可
能
性
の
高
い
高
齢
者
）
と
認

め
ら
れ
れ
ば
、
市
町
村
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
要
介
護
度
の
認
定
期
間
は
有
期
で
、

原
則
12
ヵ
月
お
き
の
更
新
が
必
要
で
す
（
初
回

の
み
6
ヵ
月
）。

要
介
護
者
…
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
を
送
る
上
で
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
な
ど
に

つ
い
て
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
と
認

定
さ
れ
た
人
。

要
支
援
者
…
要
介
護
者
に
は
該
当
し
な
い

が
、
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
を
送
る

上
で
支
援
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
と
認
定
さ
れ

た
人
。『
介
護
予
防
』
に
重
点
を
置
い
た
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て

で
は
、『
要
介
護
』
に
該
当
し
た
場
合
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ
を
解
説
し
ま
す
。

私
た
ち
が
病
気
や
怪
我
を
し
た
と
き
は
、
自

分
の
判
断
で
病
院
に
か
か
り
、
受
診
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
と
病
院
と
の
1
対
1
の
や
り
取

り
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
介
護
の
場
合
は
そ
れ

と
は
異
な
り
、サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
た
め
、

自
分
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
間
に
『
介

護
支
援
専
門
員
（
通
称
：
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）』

を
仲
介
し
ま
す
（
図
4
）。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

必
ず
『
ケ
ア
プ
ラ
ン
』
を
作
成
、
市
町
村
に
届

図2　特定疾病一覧

①筋萎縮性側索硬化症
⑨糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症
　および糖尿病性網膜症

②後縦靭帯骨化症 ⑩脳血管疾患

③骨折を伴う骨粗しょう症 ⑪パーキンソン病関連疾患

④多系統萎縮症 ⑫閉塞性動脈硬化症

⑤初老期における認知症 ⑬関節リウマチ

⑥脊髄小脳変性症 ⑭慢性閉塞性肺疾患

⑦脊柱管狭窄症
⑮両側の膝関節または股関節に
　著しい変形を伴う変形性関節症

⑧早老症 ⑯がん末期

図１　介護保険制度の概念図

図3　要介護認定の流れ

被保険者

保険者
（市町村）

介護サービス
事業者

保険料の
納付

支払（9割）

費用の請求

お金の流れ
事務の流れ

・被保険者証
の発行
・要介護認定

自己負担
（1割）

サービスの
提供

第１号被保険者
（６５歳～）

第２号被保険者
（４０～６４歳）

介護サービスの
利用が可能

要介護認定

該当

要介護認定
の申請

市町村被保険者

要介護１
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要介護5
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要支援2

軽度

重度
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２次判定 非該当
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け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、ラ
ン
ク
等
に
応
じ
て
給
付
の
上
限
額
（
支

給
限
度
基
準
額
・
図
5
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
や
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
多

様
か
つ
、
費
用
の
計
算
方
法
が
複
雑
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
人
や
家
族
が
自
力
で
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
本
人
や
家

族
と
の
相
談
の
上
、
支
給
限
度
基
準
額
の
範
囲

内
で
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡
調
整
や
、
サ

ー
ビ
ス
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
も
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
称

し
『
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
と
言
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、『
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
』
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
す
。
市
町
村
の
窓
口
に
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
リ
ス
ト
が
備
え
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、そ
こ
か
ら
業
者
を
選
択
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
実
際
に
面
会
し
て
み
て
、
人
柄
を
知
っ
た

上
で
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
要
支
援
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

場
合
は
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
の
保
健

師
な
ど
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

さ
て
、
要
介
護
認
定
を
受
け
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を
経
て
、
い
よ
い
よ

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
家

庭
で
暮
ら
し
な
が
ら
受
け
る
『
居
宅
サ
ー
ビ
ス
』

『
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
』、
施
設
に
入
所
し
て

受
け
る
『
施
設
サ
ー
ビ
ス
』
の
3
種
類
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
各
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
図
6

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
要
支
援
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各

サ
ー
ビ
ス
名
に
『
介
護
予
防
』
を
冠
し
て
呼
称

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
要
支
援
者
は
施
設
サ
ー
ビ

図4　ケアマネジャーの役割

図5　支給限度基準額
（1ヵ月当たり）

ケアマネジャー

要介護者

介護サービス事業者

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

１
割
負
担

ケアプランの作成・相談

連絡・調整等

①区分支給限度基準額

要介護度 区分支給限度基準額

要支援1 4,970単位

要支援2 10,400単位

要介護1 16,580単位

要介護2 19,480単位

要介護3 26,750単位

要介護4 30,600単位

要介護5 35,830単位
※1　居宅サービス・地域密着型サービス全般に適用される基準ですが、一部対象とな

らないサービスもあります。
※2　1単位＝10円を基本とし、サービス内容等により異なります。

②種類支給限度基準額 市町村により条例で
定めることができる

※　特定のサービスを過度に利用されることを防ぐため、 各サービス毎に、利用上限を
設定する基準額です。

③福祉用具購入費支給限度基準額 10万円
※　要介護度にかかわりなく毎年4月1日から12 ヶ月間の特定の福祉用具の購入費に

ついて、給付されます。

④住宅改修費支給限度基準額 20万円
※　要介護度にかかわりなく手すりの取り付けや、バリアフリー化などの介護に関わる

住宅改修費について、原則1人１回給付されます。
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ス
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

『
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
』
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
平
成
18
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
で
、
当
該
市
町
村
の
住
民
の
み
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
現
状
で
は
、
全

て
の
市
町
村
で
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
充
実
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
じ
く
平

成
18
年
度
か
ら
、『
施
設
サ
ー
ビ
ス
』
の
給
付

3
年
に
一
度
、
制
度
の
見
直
し
や
介
護
報
酬
と

保
険
料
の
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

直
近
の
改
正
が
平
成
21
年
度
で
し
た
の
で
、

次
回
は
平
成
24
年
度
、
来
年
度
に
実
施
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。
法
律
案
に
よ
る
と
、
主
な
ポ
イ
ン

ト
は
、（
1
）
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
（
2
）

高
齢
者
の
住
ま
い
の
整
備
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
（
3
）
認
知
症
対
策
（
4
）
保
険
者
が
果
た

す
べ
き
役
割
の
強
化
（
5
）
介
護
人
材
の
確
保

と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
（
6
）
介
護
保
険
料

の
急
激
な
上
昇
の
緩
和
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
、
介
護
保
険
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し

て
き
ま
し
た
。
介
護
保
険
は
、
3
年
お
き
の
見

直
し
を
経
て
、
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
い
る
、

ま
だ
ま
だ
過
渡
期
に
あ
る
制
度
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。
財
政
面
（
利
用
者
負
担
と
保
険
料
の
バ

ラ
ン
ス
）、
介
護
人
材
の
不
足
な
ど
、
様
々
な
問

題
を
抱
え
な
が
ら
運
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今

後
も
実
態
を
鑑
み
て
、
徐
々
に
形
を
変
え
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
来
年
度
の
改
正
に
関
心
が
集
ま
り

ま
す
が
、
今
は
介
護
に
無
縁
で
あ
る
人
も
、
自
身

の
将
来
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
左
右
し
得
る
も
の
と

考
え
、
今
後
の
動
向
に
注
目
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

公
的
保
障
の
概
要
を
1
年
間
に
わ
た
っ
て
お

伝
え
し
て
き
た
本
連
載
も
今
回
で
最
終
回
。
読

者
の
皆
様
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
少
し
で
も
お
役
立

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
容
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
在
宅
介
護
の

場
合
と
施
設
介
護
の
場
合
と
で
、
保
険
給
付
に

公
平
性
を
期
す
た
め
、
居
住
費
・
食
費
が
全
額

自
己
負
担
に
変
更
。
施
設
利
用
者
に
と
っ
て
は

大
幅
な
負
担
増
（
低
所
得
者
に
対
し
て
は
配
慮

あ
り
）
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
今
後

介
護
保
険
は
、
平
成
12
年
の
ス
タ
ー
ト
以
降
、

図6　介護サービス一覧

居宅サービス

サービス名
利用の可否

要介護 要支援

訪問介護（ホーム
ヘルプサービス）

○ ○

訪問入浴介護 ○ ○

訪問看護 ○ ○

訪問リハビリテー
ション

○ ○

居宅療養管理指導 ○ ○

通所介護（デイサ
ービス）

○ ○

通所リハビリテー
ション（デイケア）

○ ○

短期入所生活介護
（ショートステイ）

○ ○

短期入所療養介護 ○ ○

特定施設入居者生
活介護

○ ○

福祉用具貸与 ○ ○

特定福祉用具販売 ○ ○

地域密着型サービス

サービス名
利用の可否

要介護 要支援

夜間対応型訪問介護 ○ ×

小規模多機能型居宅介護 ○ ○

認知症対応型通所介護 ○ ○

認知症対応型共同生
活介護（グループ・
ホーム）

○
要支援２
のみ○

地域密着型特定施設
入居者生活介護

○ ×

地域密着型介護老人福
祉施設入所者生活介護

○ ×

施設サービス

サービス名
利用の可否

要介護 要支援

指定介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

○ ×

介護老人保健施設 ○ ×

指定介護療養型医療施設 ○ ×


